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▼
機
関
誌
「
遠
藤
周
作
研
究
」
第
八
号
の
投
稿
論
文
を
募
集
し
ま

す
。
機
関
誌
の
最
後
に
あ
る
投
稿
規
定
を
ご
覧
の
う
え
、
会
員
の

方
々
の
意
欲
的
な
投
稿
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

▼
次
回
の
研
究
発
表
の
申
込
み
は
来
年
五
月
末
日
締
切
り
で
す
。

三
月
に
改
め
て
募
集
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。 

次
回
の
会
場
は
、
遠
藤
周
作
関
係
資
料
を
多
く
保
管
し
、
今
年

の
一
月
か
ら
三
月
に
は
二
度
目
の
遠
藤
周
作
展
を
開
催
し
て
い

る
町
田
市
民
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
町
田
市
は
、
遠
藤
周
作
が

一
九
六
三
年
か
ら
約
二
十
五
年
間
住
み
、
『
沈
黙
』
、
『
死
海
の
ほ

と
り
』『
侍
』
な
ど
の
代
表
作
を
世
に
送
り
出
し
た
縁
の
土
地
で
、

本
大
会
の
第
十
回
の
記
念
の
大
会
を
開
催
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

地
で
す
。 

多
く
の
学
会
員
が
集
い
、
充
実
し
た
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、
盛

会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

▼
今
年
十
二
月
に
は
、
二
〇
一
四
年
度
韓
国
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文

学
会 

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
遠
藤
周
作
文
学
の
特
殊
と
普

遍
〉
に
本
学
会
も
協
力
し
、
充
実
し
た
大
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
機
関
誌
で
大
会
の
様
子
を
報
告
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

▼
笠
井
代
表
は
し
っ
か
り
と
歩
か
れ
る
の
が
難
し
い
以
外
は
、
ご

健
康
で
、
遠
藤
作
品
の
研
究
を
さ
ら
に
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
お

ら
れ
、
会
員
数
の
増
加
及
び
、
会
員
の
投
稿
が
ま
す
ま
す
増
え
る

こ
と
を
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
最
後
に
学
会
員
の
方
々
に
ご
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
機

関
誌
の
「
遠
藤
周
作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
」
は
、
次
回

よ
り
池
田
氏
が
担
当
さ
れ
ま
す
の
で
、
遠
藤
周
作
に
関
す
る
、
会

員
方
々
の
論
文
は
も
ち
ろ
ん
、
入
手
で
き
た
参
考
文
献
に
つ
い
て

の
情
報
を
、
池
田
氏
に
直
接
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
参
考
文
献
目
録
に
つ
い
て
、
遺
漏
の
あ
る
場
合
も
、
池
田

氏
に
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
う
し
た
学
会
員
間
の
情
報
交
換
を
目
的
に
、
今
年
度
も
学
会

員
名
簿
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
記
載
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
保

護
に
は
十
分
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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◇
第
九
回
二
〇
一
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
開
催 

第
九
回
二
〇
一
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
二
〇

一
四
年
九
月
二
十
日
（
土
）
に
、
白
百
合
女
子
大
学
に
て
開
催
さ

れ
た
。 

運
営
委
員
会
が
十
一
時
半
よ
り
行
わ
れ
た
後
、
十
三
時
よ
り
会

場
校
で
あ
る
白
百
合
女
子
大
学
の
福
田
耕
介
氏
よ
り
開
会
の
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。
な
お
、
今
大
会
は
福
田
氏
が
所
長
を
務
め
る
白

百
合
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
に
後
援
を
い
た
だ
い

た
。
次
に
、
総
会
が
行
わ
れ
た
後
、
以
下
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
ス
ー
ル
・
松
井
千
恵
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
大
会
進
行
役
は
星
美
学
園
短
期
大
学
の
武

田
秀
美
氏
、
及
び
、
文
芸
評
論
家
の
今
井
真
理
氏
が
担
当
し
た
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
山
根
道
公
が
担
当
し
た
。 

      プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
研
究
発
表
】 

① 

「
中
間
小
説
誌
」
の
時
代
に
お
け
る
遠
藤
周
作 

 

名
桜
大
学 

小
嶋
洋
輔 

司
会 

文
芸
評
論
家 

今
井
真
理  

② 

「
日
本
の
沼
の
中
で
䢣
か
く
れ
切
支
丹
考
」
に
見
る
遠
藤

の
キ
リ
シ
タ
ン
理
解
䢣
歴
史
史
料
と
の
関
り
を
中
心
に 

上
智
大
学
大
学
院 

香
川
雅
子 

司
会 

桜
美
林
大
学 

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美  

③
遠
藤
文
学
に
お
け
る
「
ペ
ド
ロ
岐
部
」 

䢣
逆
説
と
し
て
の
「
強
者
」
䢣 

遠
藤
周
作
学
会 

会
報 

二
〇
一
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会 

総
会
報
告 

事
務
局
よ
り 
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京
都
外
国
語
大
学 

長
濵
拓
磨 

司
会 

上
智
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所 

兼
子
盾
夫 

④
『
女
』
に
込
め
ら
れ
た
永
遠
へ
の
眼
差
し 

䢣
䢣
〈
女
〉
の
継
承
性
を
視
座
と
し
て
䢣
䢣 

関
西
学
院
大
学
大
学
院
研
究
員 

古
浦
修
子 

司
会 
昭
和
女
子
大
学 

笛
木
美
佳 

【

講

演

】 

⑤
遠
藤
さ
ん
を
め
ぐ
る
〈
ひ
よ
こ
〉
の
思
い
出 

マ
・
ス
ー
ル
松
井
千
恵 

【

総

会

】 
 

総
会
は
、
議
長
に
片
山
は
る
ひ
氏
を
選
出
し
て
開
か
れ
た
。
ま

ず
、
二
〇
一
三
年
度
事
業
報
告
が
な
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お

り
。 

◆ 

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
運
営
委
員
で
検
討
し
た
結
果
、

笠
井
氏
に
代
表
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
、
川
島
氏
を
副

代
表
と
し
て
、
運
営
委
員
全
体
で
協
力
し
て
い
く
体
制

で
今
後
も
す
す
め
る
案
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、
次
期
も
山
根
氏
が
務
め
、

事
務
局
長
補
佐
は
井
上
氏
が
担
当
、
現
運
営
委
員
は
、

留
任
し
、
新
運
営
委
員
と
し
て
、
古
浦
修
子
氏
及
び
、

古
橋
昌
尚
氏
が
加
わ
る
案
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
機
関
誌
編
集
委
員
の
研
究
展
望
担
当
を
、
笛

木
氏
か
ら
池
田
氏
に
引
き
継
ぐ
案
が
、
承
認
さ
れ
た
。 

◆ 

第
八
回
二
〇
一
三
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
を

慶
應
義
塾
大
学
に
て
開
催
。
会
員
三
十
八
名
、
聴
講
者

約
四
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
七
号
発
行
。 

第
７
号
は
発
表
者
三
人
に
笠
井
代
長
を
は
じ
め
四
人

の
投
稿
論
文
と
、
加
藤
宗
哉
氏
の
講
演
原
稿
を
掲
載
。 

笛
木
美
佳
氏
に
よ
る
二
〇
一
三
年
遠
藤
周
作
参
考
文

献
目
録
及
び
研
究
展
望
も
収
録
。 

◆ 

会
員
数
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
時
点
で
九
十
一
名
。
二

〇
一
三
年
度
の
新
会
員
は
五
名
。 

次
に
、
事
務
局
よ
り
二
〇
一
三
年
度
会
計
報
告
が
行
わ
れ
、

太
原
正
裕
氏
に
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
二
〇
一
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
示
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 
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◆ 

遠
藤
周
作
事
典
の
企
画
に
つ
い
て
、
遠
藤
周
作
没
後
二

十
年
の
刊
行
を
め
ざ
し
て
調
査
中
。 

◆ 

第
九
回
二
〇
一
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
を

白
百
合
女
子
大
学
に
て
開
催
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
次
号
（
第
八
号
）
は
、
今

回
の
発
表
者
の
原
稿
を
掲
載
予
定
。
募
集
要
項
等
は
こ

れ
ま
で
通
り
。 

◆ 

二
〇
一
四
年
度
韓
国
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
会 

国

際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
遠
藤
周
作
文
学
の
特
殊
と
普

遍
〉（
日
時
…
十
二
月
五
，
六
日
、
場
所
…
仁
川
大
学
）

に
共
催
し
、
本
学
会
よ
り
十
二
人
が
参
加
し
、
十
人
が

研
究
発
表
、
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
題
を
行
う
。 

◆ 

二
〇
一
五
年
度
の
大
会
は
、
町
田
市
民
文
学
館
で
、
二

〇
一
五
年
九
月
十
九
日
（
土
）
に
開
催
予
定
。 

最
後
に
本
学
会
副
代
表
の
川
島
秀
一
氏
の
閉
会
の
辞
を
も
っ

て
全
国
大
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。
約
四
十
名
が
懇
親
会
会
場
に

移
動
し
、
新
会
員
や
発
表
者
、
講
演
者
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
始
終

和
や
か
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。 

 

■ 

事
務
局
よ
り 

▼
第
九
回
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
白
百
合
女
子
大
学
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
員
四
十
名
に
、
聴
講
者
が
約
四

十
名
加
わ
り
、
大
変
盛
会
で
し
た
。
こ
の
開
催
の
た
め
に
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
、
会
場
校
の
福
田
耕
介
氏
及
び
、
福
田
氏
が
所

長
を
務
め
る
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
に
は
ご
後
援
を
い
た
だ

き
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
今
回
の
大
会
の
研
究
発
表
は
、
大
学
院
生
一
名
を
始
め
、
若
手

の
研
究
者
に
よ
る
幅
広
い
視
点
に
よ
る
作
家
論
及
び
新
資
料
に

基
づ
く
作
品
論
等
の
充
実
し
た
発
表
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
発
表
時
間
が
各
自
四
十
分
あ
り
、
質
疑
も
活
発
に
交
わ
さ
れ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
充
実
し
た
内
容
が

機
関
誌
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
マ
・
ス
ー
ル
松
井
千
恵
氏
の
講
演
は
、
遠
藤
氏
の
書
簡

や
写
真
等
、
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
な
が
ら
、
遠
藤
氏
と
の
交
流
の
思

い
出
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
て
語
ら
れ
、
遠

藤
氏
の
信
仰
や
人
間
性
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。 
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り
。 
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◆ 

遠
藤
周
作
事
典
の
企
画
に
つ
い
て
、
遠
藤
周
作
没
後
二

十
年
の
刊
行
を
め
ざ
し
て
調
査
中
。 

◆ 

第
九
回
二
〇
一
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
を

白
百
合
女
子
大
学
に
て
開
催
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
次
号
（
第
八
号
）
は
、
今

回
の
発
表
者
の
原
稿
を
掲
載
予
定
。
募
集
要
項
等
は
こ

れ
ま
で
通
り
。 

◆ 

二
〇
一
四
年
度
韓
国
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
会 

国

際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
遠
藤
周
作
文
学
の
特
殊
と
普

遍
〉（
日
時
…
十
二
月
五
，
六
日
、
場
所
…
仁
川
大
学
）

に
共
催
し
、
本
学
会
よ
り
十
二
人
が
参
加
し
、
十
人
が

研
究
発
表
、
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
題
を
行
う
。 

◆ 

二
〇
一
五
年
度
の
大
会
は
、
町
田
市
民
文
学
館
で
、
二

〇
一
五
年
九
月
十
九
日
（
土
）
に
開
催
予
定
。 

最
後
に
本
学
会
副
代
表
の
川
島
秀
一
氏
の
閉
会
の
辞
を
も
っ

て
全
国
大
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。
約
四
十
名
が
懇
親
会
会
場
に

移
動
し
、
新
会
員
や
発
表
者
、
講
演
者
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
始
終

和
や
か
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。 

 

■ 

事
務
局
よ
り 

▼
第
九
回
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
白
百
合
女
子
大
学
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
員
四
十
名
に
、
聴
講
者
が
約
四

十
名
加
わ
り
、
大
変
盛
会
で
し
た
。
こ
の
開
催
の
た
め
に
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
、
会
場
校
の
福
田
耕
介
氏
及
び
、
福
田
氏
が
所

長
を
務
め
る
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
に
は
ご
後
援
を
い
た
だ

き
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
今
回
の
大
会
の
研
究
発
表
は
、
大
学
院
生
一
名
を
始
め
、
若
手

の
研
究
者
に
よ
る
幅
広
い
視
点
に
よ
る
作
家
論
及
び
新
資
料
に

基
づ
く
作
品
論
等
の
充
実
し
た
発
表
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
発
表
時
間
が
各
自
四
十
分
あ
り
、
質
疑
も
活
発
に
交
わ
さ
れ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
充
実
し
た
内
容
が

機
関
誌
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
マ
・
ス
ー
ル
松
井
千
恵
氏
の
講
演
は
、
遠
藤
氏
の
書
簡

や
写
真
等
、
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
な
が
ら
、
遠
藤
氏
と
の
交
流
の
思

い
出
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
て
語
ら
れ
、
遠

藤
氏
の
信
仰
や
人
間
性
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。 
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▼
機
関
誌
「
遠
藤
周
作
研
究
」
第
八
号
の
投
稿
論
文
を
募
集
し
ま

す
。
機
関
誌
の
最
後
に
あ
る
投
稿
規
定
を
ご
覧
の
う
え
、
会
員
の

方
々
の
意
欲
的
な
投
稿
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

▼
次
回
の
研
究
発
表
の
申
込
み
は
来
年
五
月
末
日
締
切
り
で
す
。

三
月
に
改
め
て
募
集
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。 

次
回
の
会
場
は
、
遠
藤
周
作
関
係
資
料
を
多
く
保
管
し
、
今
年

の
一
月
か
ら
三
月
に
は
二
度
目
の
遠
藤
周
作
展
を
開
催
し
て
い

る
町
田
市
民
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
町
田
市
は
、
遠
藤
周
作
が

一
九
六
三
年
か
ら
約
二
十
五
年
間
住
み
、
『
沈
黙
』
、
『
死
海
の
ほ

と
り
』『
侍
』
な
ど
の
代
表
作
を
世
に
送
り
出
し
た
縁
の
土
地
で
、

本
大
会
の
第
十
回
の
記
念
の
大
会
を
開
催
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

地
で
す
。 

多
く
の
学
会
員
が
集
い
、
充
実
し
た
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、
盛

会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

▼
今
年
十
二
月
に
は
、
二
〇
一
四
年
度
韓
国
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文

学
会 

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
遠
藤
周
作
文
学
の
特
殊
と
普

遍
〉
に
本
学
会
も
協
力
し
、
充
実
し
た
大
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
機
関
誌
で
大
会
の
様
子
を
報
告
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

▼
笠
井
代
表
は
し
っ
か
り
と
歩
か
れ
る
の
が
難
し
い
以
外
は
、
ご

健
康
で
、
遠
藤
作
品
の
研
究
を
さ
ら
に
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
お

ら
れ
、
会
員
数
の
増
加
及
び
、
会
員
の
投
稿
が
ま
す
ま
す
増
え
る

こ
と
を
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
最
後
に
学
会
員
の
方
々
に
ご
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
機

関
誌
の
「
遠
藤
周
作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
」
は
、
次
回

よ
り
池
田
氏
が
担
当
さ
れ
ま
す
の
で
、
遠
藤
周
作
に
関
す
る
、
会

員
方
々
の
論
文
は
も
ち
ろ
ん
、
入
手
で
き
た
参
考
文
献
に
つ
い
て

の
情
報
を
、
池
田
氏
に
直
接
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
参
考
文
献
目
録
に
つ
い
て
、
遺
漏
の
あ
る
場
合
も
、
池
田

氏
に
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
う
し
た
学
会
員
間
の
情
報
交
換
を
目
的
に
、
今
年
度
も
学
会

員
名
簿
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
記
載
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
保

護
に
は
十
分
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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◇
第
九
回
二
〇
一
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
開
催 

第
九
回
二
〇
一
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
二
〇

一
四
年
九
月
二
十
日
（
土
）
に
、
白
百
合
女
子
大
学
に
て
開
催
さ

れ
た
。 

運
営
委
員
会
が
十
一
時
半
よ
り
行
わ
れ
た
後
、
十
三
時
よ
り
会

場
校
で
あ
る
白
百
合
女
子
大
学
の
福
田
耕
介
氏
よ
り
開
会
の
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。
な
お
、
今
大
会
は
福
田
氏
が
所
長
を
務
め
る
白

百
合
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
に
後
援
を
い
た
だ
い

た
。
次
に
、
総
会
が
行
わ
れ
た
後
、
以
下
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
ス
ー
ル
・
松
井
千
恵
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
大
会
進
行
役
は
星
美
学
園
短
期
大
学
の
武

田
秀
美
氏
、
及
び
、
文
芸
評
論
家
の
今
井
真
理
氏
が
担
当
し
た
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
山
根
道
公
が
担
当
し
た
。 

      プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
研
究
発
表
】 

① 

「
中
間
小
説
誌
」
の
時
代
に
お
け
る
遠
藤
周
作 

 

名
桜
大
学 

小
嶋
洋
輔 

司
会 

文
芸
評
論
家 

今
井
真
理  

② 

「
日
本
の
沼
の
中
で
䢣
か
く
れ
切
支
丹
考
」
に
見
る
遠
藤

の
キ
リ
シ
タ
ン
理
解
䢣
歴
史
史
料
と
の
関
り
を
中
心
に 

上
智
大
学
大
学
院 

香
川
雅
子 

司
会 

桜
美
林
大
学 

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美  

③
遠
藤
文
学
に
お
け
る
「
ペ
ド
ロ
岐
部
」 

䢣
逆
説
と
し
て
の
「
強
者
」
䢣 

遠
藤
周
作
学
会 

会
報 

二
〇
一
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会 

総
会
報
告 

事
務
局
よ
り 
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